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　　人臼の動き
一一4月書日現雀一一

男　　　4，460（一5）

女4，486（一垂2）
計　　　8，946（一17）

世帯数2，2唾8（一3）
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螺鱗，

ぼくらは大工さん
一3月15日一

　川西幼稚園（園児数53入）の運動場に、牛乳パックの空

き箱で作った、大きな家が出来上がりました。

　これは、去年11月から少しずつ作業を進めてきたもので、

およそ1，200個の空き箱を使用．空き箱は、父兄の方々が中

心になって、2年がかりで集めてきたものです。

　園児たちは「やった一」とか、「すげえ一」とか、思い思
いに完成を喜んでいました。

口休日救急医
4月14日千手診療所（中央町）奮68－2034

　21日中条病院（中条）台57－3018

　28日庭野医院（寿町）費52－2711
　29日山口医院（下条）智55－2003

5月3日大島医院（川原町）a52－2957

　4日至誠堂医院（西浦町）852－3276

　5日　第二藤巻医院（上野）君68－2018

　6日富田医院（神明町）台52－3269
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三
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
回

町
議
会
定
例
会
解
、
二
申
六
田
闇
の

金
日
程
を
終
わ
り
、
二
十
六
日
縫
閉

会
臨
蒙
鞍
た
。

　
五
田
、
町
長
の
施
政
方
針
演
説
と

新
年
度
予
算
の
提
案
説
明
が
あ
ゆ
豪

建
だ
。
以
後
、
各
常
任
委
員
会
の
審

議
を
経
て
、
二
十
工
田
は
平
成
三
年

度
測
酋
町
一
般
会
計
と
八
つ
の
特
別

会
計
予
算
な
ど
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
南
雲
町
長
の
平
成
三
年
度
施
政
方

針
か
ら
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。多くの人が参加した健康づくり大会

　　　　　　　（2．9．30総合体育館）

　
　
川
西
町
が
平
成
三
年
度
に
取
り
組

　
む
主
要
な
施
策
と
方
針
に
つ
き
ま
し

　
て
、
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
平
成
三
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

　
基
本
的
指
針
で
あ
る
第
四
次
川
西
町

　
総
合
開
発
計
画
中
期
基
本
計
画
の
締

　
め
く
く
り
の
年
で
あ
る
と
と
も
に
、

　
後
期
基
本
計
画
の
策
定
の
年
に
当
た

　
り
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
確
実

　
な
足
掛
か
り
を
築
く
重
要
な
年
度
で

　
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
　
ま
た
、
諸
施
策
遂
行
の
裏
付
け
と

　
な
る
町
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

　
議
会
及
び
町
民
各
位
の
絶
大
な
る
ご

　
理
解
と
ご
支
援
と
に
よ
り
、
年
々
着

㎜　実
に
財
政
状
況
を
好
転
す
る
に
至
っ

　
て
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
第
四
次
町
総
合
開
発
計
画

　
に
は
、
平
成
七
年
度
ま
で
の
目
標
値

　
を
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
町
民
税
法
人

　
均
等
割
が
昭
和
六
士
二
年
度
か
ら
、

　
固
定
資
産
税
は
平
成
三
年
度
か
ら
標

　
準
税
率
を
実
施
予
定
し
て
お
り
、
と

　
も
に
目
標
を
達
成
す
る
見
通
し
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
一
〇
．

○
％
（
目
標
値
八
・
○
％
）
ま
で
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
な
お
も
目

標
値
に
向
か
っ
て
、
優
良
債
の
積
極

活
用
な
ど
に
よ
り
暫
減
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
経
常
収
支
比
率
及
び
基
金
の
積
立

額
に
つ
い
て
は
、
目
標
値
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
日
々
不

断
の
心
掛
け
と
努
力
を
積
み
重
ね
、

足
腰
の
強
い
財
政
基
盤
を
構
築
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
し
て
や
、
具
体
的
に
展

開
し
て
い
る
各
種
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
財
政
需
要
を
計
画
す
る
と
き
、

今
後
と
も
一
層
効
率
的
な
財
政
運
営

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
政
治
及
び
行
財
政
事
情

を
背
景
と
し
て
、
平
成
三
年
度
に
展

開
す
る
施
策
と
方
針
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
は
、
地

域
医
療
の
充
実
と
自
ら
の
健
康
づ
く

り
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
町
と

し
て
は
、
健
康
づ
く
り
運
動
の
実
践

を
通
じ
て
、
　
「
自
分
自
身
の
健
康
は

自
ら
作
り
上
げ
て
行
く
」
こ
と
の
大

切
さ
を
、
一
層
周
知
し
啓
発
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
面
に
つ
い
て
は
、
新

年
度
か
ら
医
師
の
増
員
に
よ
り
、
診

療
内
容
も
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、

皮
膚
科
、
漢
方
医
療
、
内
視
鏡
検
査

な
ど
、
診
療
科
目
の
範
囲
を
大
幅
に

拡
大
で
き
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
平
成
三
年
度
で
は
、

医
療
機
器
の
整
備
と
医
師
住
宅
の
建

設
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
も
っ
て
い
る
、

医
療
に
対
す
る
不
安
と
診
療
体
制
の

拡
充
要
望
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
力

を
注
い
で
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
上
下
水
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
J

R
補
償
水
源
の
早
期
確
保
と
、
こ
れ

に
伴
う
既
設
の
水
道
施
設
の
整
理
を

含
め
、
第
三
期
拡
張
計
画
を
完
了
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
千
手
地
区
の
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
度
に
基
本

計
画
を
樹
立
し
、
四
年
度
に
実
施
設

計
を
立
て
、
平
成
五
年
度
か
ら
着
工

す
る
計
画
で
現
在
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
、
町
が
高

い
高
齢
者
比
率
で
あ
る
こ
と
と
、
そ

の
進
行
の
度
合
い
が
か
な
り
早
い
現

状
に
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
て

「
高
齢
者
保
健
福
祉
十
力
年
戦
略
」

を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
の
で
、
国

の
取
り
組
み
に
呼
応
し
な
が
ら
も
、

町
は
町
の
社
会
福
祉
の
現
状
を
良
く

．鞭

七
夕
の
つ
ど
い

　
（
2
・
7
・
4
上
野
保
育
園
）

見
極
め
て
事
務
事
業
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
新
規
事
業
と
し
て
、
　
「
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
助
成
事
業
」
　
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
料
助
成
事
業
」
の
二
つ

を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
老
人
福
祉
面
に
つ
い
て
は
、
現
状

の
福
祉
施
策
の
観
点
に
と
ら
わ
れ
ず
、

熟
練
さ
れ
た
優
秀
な
人
材
と
し
て
受

け
止
め
、
地
域
社
会
の
た
め
に
責
任

あ
る
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
保
育
料

が
園
児
を
持
つ
家
庭
の
経
済
に
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
減
額
措
置
を
行
っ
て
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
り
た
い
。
保
育
料
の

減
額
幅
は
、
最
高
四
〇
％
ま
で
の
減

額
措
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
嫁
、
婿
、
後
継
者
不
足
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
重
要
な
地

域
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
が
嘱

託
と
し
て
「
嫁
、
婿
家
庭
相
談
員
」

を
設
置
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
ス

麟3．4．10



タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、

地
道
に

そ
し
て
継
続
的
に
考
え
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
生
活
に
お
け
る
基
礎
的
要
件

で
あ
る
道
路
整
備
と
克
雪
対
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
道
路
関
係
で
は
、
平
成
四
年
春
に

待
望
の
妻
有
大
橋
の
開
通
が
予
定
さ

れ
で
い
ま
す
。
こ
れ
と
時
を
合
わ
せ

て
供
用
開
始
す
る
よ
う
着
手
す
る
、

山
野
田
下
平
線
の
改
良
舗
装
工
事
を

中
心
に
、
ほ
か
二
十
七
路
線
の
改
良

及
び
舗
装
工
事
を
計
画
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
克
雪
対
策
と
し
て
は
、
「
流

雪
溝
整
備
基
本
計
画
」
の
策
定
を
行

う
と
と
も
に
、
農
業
用
ダ
ム
の
多
目

的
利
用
を
図
る
よ
う
、
具
体
的
作
業

に
着
手
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
更
に
、
道
路
除
雪
体
制
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
現
在
、
町
の
除

雪
対
象
路
線
と
な
っ
て
い
な
い
集
落

内
道
路
に
つ
い
て
も
、
除
雪
を
実
施

し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
除
雪
方
法
は
こ
れ
か
ら
具
体
的

に
検
討
し
て
ゆ
き
ま
す
。
計
画
と
し

て
は
、
町
が
貸
し
出
し
専
用
の
小
型

除
雪
機
を
十
台
導
入
し
、
除
雪
作
業

は
各
地
区
に
委
託
し
て
実
施
す
る
シ

ス
テ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
効
率
的
な
除
排
雪
へ
の
処
理

　
川
西
町
は
、
水
稲
を
基
幹
と
す
る

農
業
の
町
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
良

質
米
生
産
地
と
し
て
条
件
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
構
造
改

善
に
よ
り
、
大
規
模
機
械
化
営
農
体

系
が
確
立
さ
れ
、
労
働
生
産
性
の
向

上
と
省
力
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
第
一
次
産
業
の
就
労

比
率
が
減
少
し
、
現
在
約
七
五
％
の

人
た
ち
が
第
二
次
、
第
三
次
産
業
に

従
事
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
多
く
の
人
た
ち
が
、
地

元
に
安
心
し
て
勤
め
ら
れ
る
職
場
を

求
め
て
ゆ
く
た
め
に
、
企
業
誘
致
活

動
、
地
場
産
業
の
育
成
と
開
発
を
更

に
推
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
面
に
つ
い
て
は
、
良
質
米
の

生
産
を
基
調
と
し
て
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
生
産
コ
ス
ト
引
き
下
げ
の
工

夫
、
有
機
栽
培
に
よ
る
付
加
価
値
米

の
研
究
、
生
産
組
織
の
育
成
・
強
化

な
ど
、
こ
れ
ら
は
継
続
的
重
要
課
題

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業

に
つ
い
て
は
、
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
の

購
入
な
ど
、
転
作
機
械
の
整
備
拡
充

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る

三
千
人
が
参
加
し
た
雪
ま
つ
り

前
夜
祭
　
　
　
　
　
（
3
・
2
）

組
み
を
、
町
と
地
区
民
と
が
協
調
し

て
行
う
形
で
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
都
市
計
画
事
業
関
連
に
つ
い
て
は
、

い
よ
い
よ
用
途
地
域
指
定
の
段
階
に

入
り
ま
す
。

集
落
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
対
し
て
は
、

二
地
区
に
助
成
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
林
業
振
興
の
面
に
つ
い
て
は
、
町

行
造
林
の
継
続
と
、
新
た
な
時
代
に

対
応
す
る
森
林
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
利
用
に
こ
た
え
て
、
節
黒
城
跡
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
に
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
建

設
を
行
い
ま
す
。

　
商
工
、
観
光
面
に
つ
い
て
は
、
妻

有
大
橋
の
開
通
や
都
市
計
画
事
業
の

導
入
な
ど
に
よ
り
、
町
の
商
業
活
動

も
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
共
同
店
舗
、

、
な
ど
を
含
む
商
業
機
能
の
充
実
な
ど
、

新
し
い
商
店
街
づ
く
り
の
た
め
に
中

心
的
活
動
を
担
う
町
商
工
会
に
対
し

て
補
助
事
業
を
強
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
観
光
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

民
俗
資
料
館
脇
に
屋
外
ト
イ
レ
を
建

設
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
「
町
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
に
あ

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
町
の
将
来
を

担
う
大
切
な
子
供
た
ち
の
た
め
に
、

教
育
こ
そ
一
時
も
お
ろ
そ
か
に
で
き

な
い
重
要
事
項
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
教

育
施
設
及
び
教
育
環
境
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
、
千
手
小
学
校
南
校

舎
の
大
規
模
改
造
工
事
、
白
倉
小
学

校
体
育
館
屋
根
改
修
工
事
、
川
西
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
に
着
手

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学

習
、
生
涯
教
育
の
重
要
性
に
着
目
し

て
事
務
事
業
を
展
開
し
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
も
含
め
て
、
ゆ
と
り
あ
る
充

実
し
た
生
活
の
実
現
に
向
け
て
具
体

的
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
会
館
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
建
設
委
員
会
を
結
成
し
て
、

建
設
に
お
け
る
諸
問
題
を
多
角
的
に

調
査
、
研
究
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

後
期
基
本
計
画
な
ど
に
反
映
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
子
台
地
に
造
成
中
の
「
ふ
る
さ

と
広
場
」
は
七
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。
な
お
、
同
広
場
は
平
成

三
年
度
に
つ
い
て
も
、
駐
車
場
の
整

備
、
ト
イ
レ
の
建
設
、
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
場
の
照
明
施
設
な
ど
の
補
完
的
工

事
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
の

事
業
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
多
く
の
町

民
の
方
々
か
ら
参
加
と
賛
意
を
得
ら

れ
る
事
業
を
考
え
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
推
進
委

員
会
の
審
議
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

「
町
民
文
化
祭
か
わ
に
し
90
」
の

ゆ
ー
ゆ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
も
よ
う

　
　
　
（
2
・
11
・
1
1
千
手
小
体
育
館
）
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薮
翔
議
会
定
例
会
は
、
二
十
六
日
閉
会
し
ま

し
旋
。

　
な
お
、
今
回
の
議
会
で
議
決
さ
れ
た
新
し
い

条
例
ぽ
、
七
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
の
「
ふ

る
さ
と
広
場
」
の
設
置
条
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
括
質
疑
の
概
要
を
海
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
業
立
町
に
向
け
た
対
応
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
上
村
　
広
　
治
議
員

①
農
業
立
町
の
基
本
的
考
え
方
に
つ

い
て
m
農
村
地
域
活
性
化
推
進
事
業
の

　
取
り
組
み
を
、
も
っ
と
積
極
的
に

　
進
め
ら
れ
な
い
か
。

吻
　
公
害
問
題
、
畜
産
振
興
問
題
な

　
ど
は
、
畜
産
振
興
費
に
計
上
し
た

　
予
算
で
対
応
で
き
る
の
か
。

⑥
生
産
組
合
、
機
械
施
設
利
用
組

　
合
に
働
く
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成

　
や
確
保
に
、
積
極
的
な
予
算
付
け

　
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭大勢でにぎわった農業

大会（2．11．3川西中学校）

＠
　
上
野
地
区
で
昨
年
度
、
暗
き
ょ

　
排
水
の
機
能
回
復
試
験
を
実
施
。

　
効
果
が
薄
く
、
も
っ
と
効
果
的
な

　
方
法
が
実
施
で
き
な
い
か
。

⑥
　
重
点
作
物
組
織
化
育
成
事
業
補

　
助
金
の
減
額
の
理
由
は
。

②
節
黒
城
跡
の
整
備
に
つ
い
て

m
　
、
、
ハ
ン
ガ
ロ
ー
建
設
は
、
民
間
ス

　
ポ
ン
サ
ー
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る

　
の
か
ど
・
つ
か
。

ω
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
の

　
見
通
し
は
。

　
南
　
　
　
雲
町
長

①
ω
本
事
業
は
、
行
政
が
主
体
的

に
取
り
組
む
考
え
の
も
と
に
、
所
要

の
経
費
を
見
積
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
特
産
品
の
開
発
に
つ

い
て
は
、
農
協
や
関
係
組
織
の
皆
さ

ん
と
の
事
前
の
調
整
の
中
で
措
置
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
野
に
つ
い

て
は
、
人
づ
く
り
の
重
要
性
を
啓
発

し
て
い
き
た
い
。

　
長
い
目
で
、
無
理
の
な
い
よ
う
、

じ
っ
く
り
と
今
後
も
取
り
組
み
を
継

続
し
て
ま
い
り
た
い
。

の
　
こ
の
費
目
に
計
上
し
た
額
は
、

先
進
地
視
察
、
研
修
会
の
負
担
金
や

事
務
費
な
ど
の
経
常
経
費
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
も
必
要
に
よ
り
、
臨
機

応
変
の
対
応
を
し
た
い
。

⑥
　
一
昨
年
七
月
に
、
町
内
の
生
産

組
織
が
加
盟
す
る
、
町
生
産
組
織
連

絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
組

織
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
、
先
進

地
視
察
や
研
修
に
要
す
る
経
費
の
助

成
を
考
え
て
い
る
。

　
昨
秋
に
は
、
千
手
機
械
施
設
利
用

組
合
が
、
冬
期
雇
用
の
場
を
確
保
す

る
た
め
、
モ
チ
の
加
工
施
設
を
建
設

し
た
。
町
と
し
て
も
、
百
五
十
万
円

の
助
成
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
平
成
三
年
度
予
算
に
、
小
型
除
雪

機
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
機
械
施
設
利
用
組

合
に
お
願
い
で
き
な
い
か
、
年
間
雇

用
に
役
立
つ
手
立
て
に
な
れ
ば
と
い

う
措
置
で
あ
る
。

ゆ
　
試
験
期
間
中
、
作
付
け
を
し
た

た
め
、
期
待
す
る
デ
ー
タ
ー
を
得
ら

れ
ず
、
二
年
度
は
野
口
地
区
で
、
試

験
期
間
一
年
間
は
転
作
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
工
事
が
施
工
さ
れ
た
。

　
工
事
の
方
法
は
、
幅
7
㎝
、
深
さ

ー
m
く
ら
い
ま
で
掘
れ
る
溝
掘
機
に
、

モ
ミ
ガ
ラ
投
入
装
置
の
つ
い
た
簡
単

な
機
械
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
接
続
し
、

少
し
練
習
す
れ
ば
簡
単
に
操
作
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

　
農
業
試
験
場
で
は
、
ず
っ
と
以
前

か
ら
こ
の
工
法
を
検
討
し
て
い
た
よ

う
で
あ
り
、
そ
の
成
果
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

倒
　
毎
年
度
決
算
で
不
用
額
を
生
じ

て
い
る
と
い
う
事
情
を
勘
案
し
た
も

の
で
、
他
意
は
な
い
。

②
ω
こ
の
事
業
は
、
平
成
二
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
た
林
業
山
村
活
性
化

林
業
構
造
改
善
事
業
の
指
定
を
受
け

て
実
施
す
る
も
の
で
、
ス
ポ
ン
サ
ー

う
ん
ぬ
ん
と
は
、
ま
っ
た
く
関
係
な

い
も
の
で
あ
る
。

ω
　
公
的
な
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
施
設
を
整
備
し
て
い
く
町
で
は
、

節
黒
城
跡
は
最
適
地
で
あ
る
。

　
今
後
、
構
想
し
て
い
る
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
は
、
地
元
を
は
じ
め
、
観
光

協
会
、
そ
の
他
の
関
係
者
と
研
究
・

協
議
し
な
が
ら
、
公
的
施
設
整
備
の

立
場
か
ら
、
国
、
県
、
の
補
助
事
業

を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
速
や

か
に
ま
と
め
あ
げ
た
い
整
備
構
想
に

つ
い
て
、
年
次
計
画
を
も
っ
て
実
施

し
た
い
。

　
具
体
的
な
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

し
ば
ら
く
時
間
を
お
貸
し
い
た
だ
き

た
い
。

診
療
所
機
器
整
備
で
手
狭
の
不
安

　
柳
　
　
　
藤
　
作
議
員

　
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
運
営

に
つ
い
て

ω
　
診
療
所
医
療
機
器
の
整
備
が
多

　
く
、
現
診
療
所
を
一
部
改
造
す
る

　
く
ら
い
で
、
各
種
医
療
機
器
導
入

　
は
物
理
的
に
対
応
で
き
る
の
か
。

ω
　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
診
療
所
に
活

　
用
で
き
な
い
か
。

⑥
　
一
日
も
早
く
新
し
い
診
療
所
の

　
建
設
を
望
み
た
い
。

　
南
　
　
雲
町
長

ω
　
あ
く
ま
で
も
、
医
師
が
診
療
に

使
う
も
の
ば
か
り
で
、
一
診
療
所
と

し
て
は
標
準
的
な
整
備
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
改
装
に
つ
い
て
は
、
科
目

ご
と
の
診
療
室
の
設
置
を
第
一
に
考

慮
し
た
。
現
在
の
診
療
室
、
未
使
用

の
部
屋
、
倉
庫
な
ど
を
改
装
し
て
使

用
し
た
い
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
新
規
購
入
の

医
療
機
器
は
、
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

科
目
ご
と
の
部
屋
に
納
ま
り
、
プ
ラ

イ
、
、
ハ
シ
ー
の
保
護
も
兼
ね
、
診
療
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ω
　
現
診
療
所
を
改
装
し
て
使
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
同
様
、
多
方
面
に
活
用
し
た
い
。

⑥
　
現
在
の
診
療
所
が
、
機
能
的
に

十
分
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
な
い
。

　
私
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
、
新
し
い
場
所
に
診
療
所
を

求
め
た
い
。
ま
た
、
将
来
、
お
年
寄

り
の
施
設
を
町
に
造
り
た
い
と
い
う

よ
う
な
点
を
考
え
合
わ
せ
た
場
合
に
、

医
療
機
関
と
併
設
す
る
と
い
う
の
が
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極
め
て
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
く
る
。
　
は
不
十
分
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
面
か
ら
も
、
今
の
場
所
で

西
山
開
発
取
り
組
み
状
況
は

　
戸
田
　
哲
　
次
議
員

①
老
人
福
祉
施
設
の
用
地
の
確
保
、

高
齢
者
福
祉
の
推
進
と
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
J
R
水
対
策
と
流
雪
溝
用
水
対
策

に
つ
い
て

ω
　
か
ん
が
い
用
水
、
流
雪
溝
用
水

や
取
水
問
題
な
ど
、
今
後
の
町
の
方

針
、
取
り
組
み
は
い
か
に
。

ω
流
雪
溝
の
整
備
に
伴
う
水
源
確

保
の
具
体
的
計
画
、
進
め
方
、
関
係

町
内
や
一
般
住
民
へ
の
P
R
、
供
用

開
始
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

⑥
　
町
流
雪
溝
整
備
事
業
実
施
計
画

の
基
本
的
な
考
え
方
、
将
来
の
見
通

し
と
都
市
計
画
事
業
と
の
整
合
性
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

③
西
山
ゴ
ル
フ
場
開
発
と
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

ω
　
朋
玉
堂
か
ら
示
さ
れ
た
開
発
基

本
構
想
の
進
展
に
つ
い
て
、
今
ま
で

の
経
過
、
内
容
、
今
後
の
方
針
を
伺

　
い
た
い
。

ω
　
町
民
に
も
広
く
紹
介
し
、
内
容

の
説
明
な
ど
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
南
　
　
　
雲
町
長

①
急
激
な
高
齢
化
現
象
が
進
む
中
で
、

高
齢
者
対
策
は
緊
急
な
今
日
的
課
題

で
あ
る
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人

保
健
施
設
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

は
、
早
急
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
在
宅
福
祉
の
充
実
、
寝
た

き
り
老
人
対
策
、
施
設
の
整
備
充
実
、

ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

　
特
に
、
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

医
療
と
関
連
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
診
療
所
の
今
後
の

過
程
を
合
わ
せ
て
、
十
分
見
極
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
町
総
合
開
発
計
画
後
期
計
画
の
策

定
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
計
画
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

繍

改
装
し
て
、
装
い
も
新
た
な
診
療
所

②
ω
農
業
用
水
に
被
害
が
発
生
し

た
場
合
、
横
坑
湧
水
な
ど
に
よ
っ
て

ま
か
な
い
た
い
と
い
う
J
R
の
考
え

方
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
場
整
備

地
内
の
補
償
対
応
は
、
横
坑
湧
水
で

は
ま
か
な
い
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

土
地
改
良
区
で
は
、
毎
秒
○
・
三
ト

ン
の
補
償
を
主
張
し
て
き
た
。

　
そ
の
回
答
が
、
現
在
土
地
改
良
区

が
保
有
し
て
い
る
、
北
沢
川
の
水
利

権
復
活
と
い
う
こ
と
に
連
動
し
て
い

る
関
係
に
あ
る
。

　
そ
の
水
利
権
の
確
立
に
は
、
ま
だ

法
的
手
続
き
な
ど
の
問
題
が
残
っ
て

お
り
、
現
在
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い

て
の
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

　
克
雪
用
水
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
県
道
、
町
道
合
わ
せ
て
十
四
本
の

消
雪
用
井
戸
が
枯
渇
あ
る
い
は
大
幅

な
減
水
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
れ
が

水
路
ト
ン
ネ
ル
と
の
因
果
関
係
だ
と

　
い
う
立
証
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
と
し
て
は
、
因
果
関
係

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

証
拠
を
J
R
側
が
示
す
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
　
農
業
用
水
、
克
雪
用
水
に
つ
い
て

は
、
直
ち
に
決
着
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
と
い
う
感
触
を
得
て
い
る
。
し

　
か
し
、
八
月
こ
ろ
に
は
全
体
の
決
着

を
見
た
い
、
こ
の
よ
う
な
期
待
を
し

　
て
い
る
。

鋤
⑥
　
流
雪
溝
用
水
は
、
地
下
水
や

渓
流
の
少
な
い
川
西
町
に
お
い
て
は
、

農
業
用
ダ
ム
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
農
業
用
ダ
ム
を
他
の
目
的
に
使
用

す
る
場
合
、
知
事
の
許
可
が
必
要
で

あ
り
、
平
成
二
年
度
に
県
と
の
協
議

を
開
始
。
よ
う
や
く
県
農
地
部
の
了

解
が
得
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

そ
の
う
え
で
、
水
利
権
の
申
請
を
提

出
す
る
、
こ
の
よ
う
な
運
び
が
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
う
や
く
見
通
し
が
つ

い
た
と
判
断
し
て
お
り
、
平
成
三
年

度
に
お
い
て
水
利
権
の
取
得
、
流
雪

溝
整
備
実
施
計
画
を
作
成
し
、
平
成

四
年
度
か
ら
着
手
で
き
れ
ば
あ
り
が

た
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
課
題
は
、
中
小
河

川
の
整
備
が
重
要
で
、
今
ま
で
の
信

濃
川
の
整
備
を
重
点
と
し
て
き
た
、

「
河
川
愛
護
会
」
の
業
務
分
野
、
仕

事
の
範
囲
を
中
小
河
川
整
備
に
切
り

替
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
補
助
金

の
増
額
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
流
雪
溝
は
、
道
路
側
溝
の
機
能
も

同
時
に
果
た
す
こ
と
か
ら
、
都
市
計

画
の
街
路
計
画
と
の
整
合
を
当
然
図

る
必
要
が
あ
る
。

　
流
雪
溝
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い

く
た
め
に
は
、
か
な
り
の
期
間
が
必

要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
間
に
も

都
市
計
画
街
路
の
工
事
に
合
わ
せ
た

も
の
と
し
て
進
行
で
き
る
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
一
般
町
民
へ
の
P
R
は
、
実
施
計

画
作
成
に
あ
わ
せ
P
R
用
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
配
布
し
た
い
。

　
流
末
河
川
の
整
備
や
、
ダ
ム
の
遠

隔
操
作
と
い
う
こ
と
が
回
避
で
き
な

い
条
件
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
が

動
き
始
め
た
段
階
で
な
い
と
、
具
体

的
供
用
開
始
時
期
の
明
示
は
極
め
て

難
し
い
。

③
ω
昨
年
九
月
七
日
、
議
員
の
皆

様
に
対
し
て
会
社
側
か
ら
の
構
想
説

明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
十
六
人
か

ら
な
る
「
西
山
開
発
地
権
者
協
議
会
」

が
十
月
三
十
日
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か

け
て
、
大
面
積
の
共
有
地
を
抱
え
て

い
る
水
口
沢
、
沖
立
の
両
地
区
に
お

い
て
、
会
社
側
か
ら
の
説
明
が
特
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
正
月
前
後
に
お
い
て
、
会

社
側
で
は
、
稲
葉
地
区
の
一
部
に
開

発
地
域
の
拡
大
を
図
る
よ
う
、
三
回

ほ
ど
関
係
者
へ
の
説
明
会
を
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
初
の

構
想
ど
お
り
、
川
西
町
の
地
域
の
み

に
落
ち
着
く
と
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
今
の
状
況
と
し
て
は
、
コ
ー
ス
の

　
レ
イ
ア
ウ
ト
を
再
三
に
わ
た
り
検
討

中
で
あ
り
、
計
画
区
域
の
線
引
き
も
、

常
に
出
入
り
が
あ
る
よ
う
に
聞
い
て

　
い
る
。

　
　
現
在
の
地
権
者
の
同
意
状
況
は
、

面
積
が
エ
ハ
一
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
筆
数

　
七
〇
六
筆
、
地
権
者
数
二
〇
六
人
、

　
同
意
率
八
三
％
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
養
豚
団
地
の
問
題
に
つ
い

　
て
は
、
条
件
の
提
示
に
よ
り
、
農
家

　
の
方
か
ら
は
転
業
、
あ
る
い
は
移
転

　
と
い
う
方
向
の
検
討
を
い
た
だ
く
中

　
で
、
開
発
同
意
に
は
ご
理
解
を
示
し

　
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
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今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
事
務
的

に
は
県
の
「
大
規
模
開
発
行
為
の
適

正
化
対
策
要
綱
」
に
基
づ
い
て
進
め

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
に
基
づ
く
過
程
の
中
で
、
町

と
事
業
主
の
間
に
お
い
て
自
然
環
境

の
保
全
、
公
害
防
止
の
措
置
な
ど
を

規
定
し
た
開
発
協
定
、
防
災
工
事
に

関
す
る
契
約
の
締
結
な
ど
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　
町
と
し
て
は
、
県
の
要
綱
を
そ
の

ま
ま
踏
襲
す
べ
き
か
、
そ
れ
を
強
化

し
た
内
容
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
か

ど
う
か
、
新
年
度
に
入
っ
た
ら
、
早

々
に
議
会
の
大
規
模
開
発
対
策
特
別

委
員
会
の
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
町

独
自
の
成
案
を
得
る
よ
う
準
備
中
で

あ
る
。

　
ま
た
、
町
と
し
て
は
、
諸
条
件
の

ク
リ
ア
ー
を
前
提
に
、
そ
の
方
向
に

指
導
し
た
う
え
で
、
開
発
実
現
に
向

け
て
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

ω
　
町
民
の
皆
様
に
対
し
て
の
説
明

会
な
ど
は
、
そ
の
機
会
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
個
々
の
具
体
的
な
検
討
や

町
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
て

い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
具
体
的
な

問
題
に
つ
い
て
会
社
側
と
さ
ら
に
協

議
を
重
ね
る
過
程
で
、
町
の
皆
様
方

に
対
し
て
の
計
画
説
明
と
い
う
こ
と

も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

4
月
は
「
土
地
月
間
」

『
、
己
、
一

｝
8
｝

●

柳
8
∂
’
』

●
国
土
利
用
計
画
法

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の

投
機
的
取
り
引
き
や
地
価
の
高
騰
を

抑
制
し
、
乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
土
地
取
り
引
き
に
つ
い
て

届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
次
の
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
り

引
き
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ

の
法
律
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

区都橘千
　市地手

　計域上

域画の野

区そ

　の
　他
域の

五
、
○
○
○
㎡

　
　
　
以
上

一
〇
、
○
○
○
㎡

　
　
　
　
以
上

　
　
（
約
一
町
歩
）

克雪り8う：ン

　’フエ7》

200人が参加

　
個
々
の
土
地
取
り
引
き
面
積
は
小

さ
く
て
も
、
合
計
し
て
一
定
面
積
以

上
に
な
る
一
団
の
土
地
に
対
し
て
も

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
雪
国
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
を
考
え

る
「
克
雪
タ
ウ
ン
フ
エ
ア
」
が
、
三

月
十
七
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
と
町
営

朝
日
町
団
地
を
会
場
に
、
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
が
平
成
二
年
度
か
ら

取
り
入
れ
て
い
る
克
雪
タ
ウ
ン
計
画

促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た

も
の
で
、
ゆ
き
ふ
れ
あ
い
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
住
ま
い
の
相
談
室
、
屋
根
雪

処
理
メ
ー
カ
ー
展
示
、
木
造
耐
雪
住

宅
の
一
般
公
開
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

●
届
け
出
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

取
り
引
き
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合

で
あ
れ
ば
売
主
と
買
主
）
は
、
取
り

引
き
の
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を
記

入
し
た
知
事
あ
て
の
届
出
書
を
、
契

約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
役
場
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
知
事
は
、
取
引
価
格
と
利
用
目
的

に
つ
い
て
審
査
し
、
不
適
当
と
認
め

た
と
き
は
、
取
り
引
き
の
中
止
ま
た

は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
屈
出
日

か
ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い

旨
文
書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知

を
受
け
取
れ
ば
、
契
約
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
り
引
き

　
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地

　
『
今
、
こ
だ
わ
り
た
い
雪
国
の
住

ま
い
と
は
…
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
何
が
必
要
か
』

と
題
し
た
討
論
会
で
は
、
　
「
住
ま
い

の
問
題
は
、
地
域
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
町
長
が
ど
う

旗
を
振
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
川
西
町
は
地
の
利
と
し
て
は
不
便

な
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
の
輪

は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
。
こ
れ
を
精

力
的
に
育
て
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

結
ん
で
い
ま
し
た
。

取
り
引
き
は
、
次
の
要
件
の
も
の
で

す
。
　
売
買

　
共
有
持
ち
分
の
譲
渡

営
業
譲
渡

譲
渡
担
保

代
物
弁
済

交
換

　
予
約
完
結
権
・
買
戻
権
な
ど
の
譲

　
渡
地
上
権
・
賃
貸
権
の
設
定
、
譲

　
渡

●
届
け
出
を
し
な
い
と

　
届
け
出
を
し
な
い
で
土
地
取
り
引

き
や
偽
り
の
届
け
出
を
す
る
と
、
六

カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
百
万
円

以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

＊
届
け
出
に
必
要
な
用
紙
は
、
役
場

　
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

　
振
興
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

趨

それぞれ異なった立場の方々が、

討論したパネルディスカッション
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「
地
域
医
療
」
貢
献
に
感
謝

　
本
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
、

診
療
所
の
川
崎
医
師
が
勇
退
さ
れ
ま

し
た
。

　
先
生
は
、
嘱
望
さ
れ
て
、
昭
和
三

十
九
年
十
二
月
か
ら
二
十
六
年
四
カ

月
の
間
、
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

長
と
し
て
就
任
。
四
十
四
年
に
は
、

仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所
を
設
置
す

る
実
績
を
残
さ
れ
、
自
ら
出
張
所
長

を
兼
務
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
間
豪
雪
地
で
あ
る
当
町
の
医
療

に
献
身
的
に
活
動
さ
れ
、
地
域
住
民

の
大
き
な
信
望
を
集
め
て
き
た
こ
と

な
ど
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　
先
生
は
、
　
「
自
分
が
面
倒
を
見
て

い
た
老
人
が
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
た

と
き
は
、
裏
切
ら
れ
た
よ
う
で
、
切

な
く
て
、
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
」
、

「
三
十
九
年
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
在
宅

出
産
で
、
難
産
の
子
供
を
取
り
上
げ
、

そ
の
子
が
入
学
し
た
と
き
な
ど
は
、

大
変
う
れ
し
か
っ
た
」
。
　
「
保
育
所

で
予
防
注
射
が
い
や
で
、
ピ
ア
ノ
の

ド
に
隠
れ
て
い
た
子
供
が
、
一
人
前

に
父
親
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
な

ど
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

地
域
の
交
通
安
全

リ
ー
ダ
ー
が
誕
生

騨

柵

熱
難
髄

推進委員の藤田さん（左）と小林さん

　
地
域
に
お
け
る
交
通
の
安
全
と
円

滑
な
推
進
が
で
き
る
よ
う
、
国
で
は

こ
と
し
一
月
か
ら
、
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
は
、
都
道
府
県
公
安
委

員
会
が
定
め
る
区
域
ご
と
に
組
織
さ

れ
る
も
の
で
、
十
日
町
警
察
署
管
内

で
は
十
五
人
を
委
嘱
。
町
か
ら
は
次

の
お
二
人
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
二
ヵ
年
で
す
。

　
藤
田
隆
策
さ
ん
（
栄
　
町
6
1
歳
）

　
小
林
功
七
さ
ん
（
中
仙
田
6
0
歳
）

鰯

▼　広い母屋の内部
▲　「星名邸」母屋

　
三
月
二
十
二
日
、
国
の
文
化
財
保
護
審
議
会
が
、
文

部
大
臣
に
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
な
ど
の
選
定
に
つ

い
て
答
申
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
県
内
で
指
定
（
建
造
物
）
の
答
申
を
受
け
た

の
は
四
件
で
す
。
こ
の
中
に
、
当
町
・
上
野
の
星
名
四

郎
さ
ん
所
有
の
「
星
名
家
住
宅
（
七
棟
）
」
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
星
名
家
は
、
江
戸
時
代
に
酒
造
業
を
営
み
な
が
ら
、

大
地
主
と
し
て
発
展
し
た
町
家
で
、
い
わ
ゆ
る
小
干
谷

街
道
の
西
側
に
面
し
て
広
大
な
屋
敷
を
構
え
て
い
ま
す
。

　
街
道
に
面
し
た
母
屋
の
間
口
は
三
十
ニ
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
豪
壮
な
造
り
で
、
内
部
に
は
広
い
板
敷
き
の
茶
の

間
や
台
所
が
あ
り
、
四
室
の
座
敷
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
母
屋
の
背
後
の
敷
地
に
は
、
南
北
に
土
蔵
造
り
の
蔵

が
三
棟
ず
つ
並
び
、
こ
れ
ら
に
囲
ま

れ
て
庭
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
で
、
質
の
高
い
造
り
の
母

家
は
保
存
も
よ
く
、
六
棟
の
土
蔵
で

囲
ま
れ
た
屋
敷
構
え
も
含
め
て
、
新

潟
県
に
お
け
る
大
地
主
層
の
住
宅
の

代
表
的
な
例
と
し
て
価
値
が
高
い
こ

と
、
な
ど
が
選
定
さ
れ
た
理
由
で
す
。

　
こ
と
し
三
月
十
五
日
現
在
、
県
囚

で
は
二
十
八
件
の
国
指
定
文
化
財

（
建
造
物
）
が
あ
り
、
星
名
家
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
、
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
30



カメラ
　ルポ

▲3，000人が参加した前夜祭

　
三
周
鑓
瞬
、
董
田
ほ
第
五
園
潮
西

雪
ま
つ
の
が
開
潜
れ
謙
む
是
。
平
隼

並
謬
の
雪
ど
、
ま
あ
謙
あ
の
天
候
罐

恵
ま
れ
、
か
つ
て
な
騨
盛
溌
巻
毘
懸

蒙
し
た
。

　
前
夜
祭
ば
、
総
合
体
麿
館
の
横
蓬

会
場
と
じ
で
、
叢
七
〇
》
雛
欝
ル
（
半

五
斗
）
を
超
鑑
る
訟
酒
や
串
五
店
の

無
料
屋
台
、
小
学
生
勢
ン
ス
ワ
灘
ス

テ
ィ
バ
ル
、
豪
華
商
晶
の
当
潅
蕎
灘

た
の
し
み
抽
選
会
…
…
、
灘
よ
そ
三

干
人
の
人
た
ち
が
集
い
、
楽
し
謬
ま

し
た
。

　
三
日
は
、
角
万
寺
ズ
キ
…
場
特
設

会
場
で
雲
上
モ
欝
ク
灘
ス
や
太
閥
ぽ

ん
馬
大
会
、
少
年
サ
ッ
カ
…
な
ど
が

催
さ
れ
、
庚
塚
野
球
場
で
は
鷺
堂
ソ

フ
ト
ボ
…
ル
大
会
が
あ
り
、
訟
よ
そ

千
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
中
か
ら
、
そ
の
一
部
を

カ
メ
ラ
矯
追
蓼
で
謬
叢
難
庵
。

▲ホラ貝の音を響かせて、さいの神のはじまりです

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン
ス
タ
ー
ズ

（
仙
田
小
）
に
よ
る
「
八
木
節
」

お
ま
つ
り
チ
ー
ム
（
千
手
小
）
に

よ
る
「
お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
」

　
や
じ
ま
こ
う
む
て
ん
（
千
手
小
）

に
よ
る
「
あ
い
わ
ん
な
ダ
ン
ス
」　鑛鞍

キ
ラ
ラ
（
千
手
小
）
に
よ
る

「
学
え
ん
天
国
」

灘
ペ
ケ
ペ
ケ
（
千
手
小
）
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
は
上
天
気
」

キ
ン
グ
バ
イ
ソ
ン
ズ
（
千
手

小
）
に
よ
る
「
お
ら
グ
ズ
ラ
だ

ど
」

⑬3．4．10



　
人
間
ば
ん
馬
大
会
に
は
2
3
チ
ー

ム
が
参
加
。
趣
向
を
こ
ら
し
た
仮

装
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
で
し
た

肱
、

　
ヨ
ボ
ヨ
ボ
老
人
ク
ラ
ブ
（
千
手

小
）
に
よ
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
メ
デ

ィ
ア
ボ
ー
イ
ズ
」

　　　轡鱒羅鱒購

　　謹懸・
　　　　　　F　　　　　　P　　　　　　．　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　コ　　　’甲畠　　　　　　　　　　　　　『

　　　，

磁
鞭
　
、

　
顯

　
ワ
ー
ル
ド
ガ
ー
ル
ズ
（
千
手
小
）

に
よ
る
「
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
フ
」

　
ミ
ス
か
わ
に
し
も
、
ま
つ
り
に
一

役
。
　
（
左
か
ら
こ
と
し
の
ミ
ス
の
渡

辺
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
。
去
年
ミ
ス
の

大
野
さ
ん
と
星
名
さ
ん
）

、
灘
瑠
灘
遡

　
「
な
か
ま
の
家
」
の
人
た
ち
も

雪
像
を
作
っ
て
、
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た

鐸響灘

蒙

　
　
響

　
　
鋤
蕪

　
榊
轍

楓　
嚇

、
『
携
・
．

驚
盤
，

、
譲
潮

　
　
　
　
　
　
　
茎

　　　　簸　　灘　藝　鞭麟

▼　　男子11チーム、女子5チームが参加して熱戦
　　が繰り広げられた、雪上ソフトボール大会

嚢嚢、，凝

灘
糟
轟

麟
盤

蜘
　
．
護樽

’
．

蝶
鰯

澤

　　欝
慧

瓢醸織

▼各小学校から12チームが参加した雪上サッカー

齢
撚

難
灘

棚
湘

蟹

驚

馨　
馨
　
　
錬

難
、
、

”
”
晦
襲
鯵
梅

9部門、83台が追力のあるレースを展開した、雪上モトクロス大会

3．4．10纏



4
月
か
ら

千
手
小
学
校
（
55
人
）

①江口和明
②栄町
③立巳

①星名佑太
②中央町
③秀利

①門脇和実
②伊友
③慶淳

樹
一
町

口
日
江
朝
清

①
②
③

年
生

（敬称略）

　
四
月
五
日
、
六
日
に
町
内
の
各
小

学
校
で
入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
学
校
の
新
一
年
生
一
一
二
人
・

（
男
子
六
七
人
、
女
子
四
五
人
）
を

紹
介
し
ま
す
。
敬
称
略
（
①
氏
名
、

②
住
所
、
③
保
護
者
の
名
前
）

．
　
謎
鞭
　
轟
諺

①玉村竜一
②高原田
③まち子

①南雲悠延
②寺尾
③洋一

①中村知弘
②坪山
③公一

　馨
鑛

①小林正貴
②木島
③重則

①茂野知幸
②高原田
③邦雄

輔亮名
町
雄

星
栄
忠

①
②
③

介悠
町
場
日
信

馬
朝
繁

①
②
③

①星　拓也
②中島町
③敏夫

①五十川雅彦
②沖立
③雅幸

①桑原佑介
②伊友
③武

子葉山
町
二

内
栄
龍

①
②
③

①川崎佳美
②発電所通り西
③充

①佐藤麻衣
②高原田
③正利

①相崎朋子
②沖立
③京子

①高橋聡子
②中屋敷
③賢一

献

磯

①高橋優子
②高原田
③和弘

　3．4．10

①高橋愛子
②高原田
③和夫

①小川千春　　　①貴田麻理子
②発電所通り東　②伊友
③勲　　　　　　③道雄

①太田恵梨子
②寺尾
③重敏

①蔵品明日香
②四郎兼
③春夫



顯
鐵
灘

繋

隆・
直
町

橋
社
高
神
勇

①
②
③

①斎木猛志
②神社町
③鉄也

①太田和伸
②中島町
③栄

・
渉
敷

本
屋
一

山
中
契

①
②
③

①星名大輔
②伊友
③藤一

裕慶
敷
林
屋
房

小
中
良

①
②
③

　　　　　懸　　　鱒覇　難㈱
覇

①茂野拓也
②栄町
③繁実

①五十川潤
②沖立
③清

一幸
田
村
原
男

田
高
和

①
②
③

①星名恵輔
②伊友
③疸雄

抄　
町
中
日
樹

田
朝
正

①
②
③

①保坂一也
②高原田
③久夫

①片桐裕太
②発電所通り西
③政栄

亮橋
条
一

高
霜
泰

①
②
③

①北村弘輝
②中央町
③良二

①田中優貴
②栄町
③千春

①小林一将
②木島
③大三夫

①長谷川えり
②中屋敷
③徹

①数藤　岬
②沖立
③信行

①吉楽美鈴
②高原田
③正実

鞭
都

　
　
　
町
男

　
　
上
校
喜

　
　
川
学
三

　
　
①
②
③

　　　”嬬盈、）

①柄沢久恵
②沖立
③和久

①大海美和子
②霜条
③剛

　
子
　
奈
　
香
　
名
友
弘

　
星
伊
和

　
①
②
③

職

①蔵品
②木島
③隆

①高橋美希
②坪山
③郁男

①関口明日香
②中島町
③宗一

①羽鳥ゆき
②中央町
③宏史

①高橋　望
②中屋敷
③佐久平

　①小林菜穂子
　②中屋敷
　③敏之
嚇　3・4・10



上
野
小
学
校
（
19
人
）

①小林祐樹
②上野
③光雄

電

①小熊祥子
②上野
③健治

①押木和人
②元町
③豊彦

①丸山大悟
②木落
③勉

㊥3．4．10

v

筋
　
“
　
ひ
　
適
　
ψ
　
“
　
　
　
●
　
“
　
韻
　
．

①清水敬太
②上野
③賢司

①田畑のぞみ
②元町
③誠

①蔵品　佑
②上野
③守

①上村泰典
②上野
③清

①野沢邦雄
②野口
③誠一

サ
　
　
　
　
・

騨璽

①片桐俊一・

②上野
③正二

子恵桐
野
弥

片
上
一

①
②
③

①根津奈織美
②上野
③徳男

橘
小
学
校
（
31
人
）

①渡部祐太
②野口
③正巳

　し
駅

①上村晃一
②上野
③修一

①若山奈津紀
②新町新田
③茂男

讐

①丸山和哉
②新町新田
③正樹

①五十嵐聡子
②野口
③久

　　　　　薩
①羽鳥裕史
②木落
③光男

瞳子
野
金
上
守

①
②
③

翻
①沢口光光
②下平新田
③則雄

X
　
　
　
父
　
　
　
厭
　
　
　
　
　
　
　
巌
　
　
　
宍
　
　
　
9
　
　
　
、

①上村和樹
②上野
③義雄

①羽鳥健弘
②木落
③健一

①星野秀美
②野口
③久夫

穿讐

①上村雄一郎
②下平新田
③信行

①押木香織
②元町
③和之

　
　
子

　
　
恵

　
　
美
　
郎

、
鞭
誰

　
　
①
②
③

①高津久仁子
②寺ケ崎
③冨士雄

志政口
田
夫

山
仁
哲

①
②
③



①山口めぐみ
②仁田
③利春

①丸山みずえ
②原田
③新作

離

蒙

①大久保
②野口
③正重

・
　
美

　
、
恵

　
　
智

　
　
野
田
男

　
　
秦
仁
守

　
　
①
②
③

賭

鞠

①戸田智也
②仁田
③貴士

　
　
涼

鰹鵜　
　
村
田
浩

　
　
木
仁
一

　
　
①
②
③

①村越務
②野口
③和明

①田中宏典
②仁田
③了介

学野
田
夫

秦
仁
昭

①
②
③

愛幡
田
晴

小
仁
正

①
②
③

希巻
辛
藤
塩
明

①
②
③

簸　　
落
田
幸

　
　
水
仁
徳

，
①
②
③

騰

①滋野貴洋
②野口
③義和

義和山
田
義

丸
原
三

①
②
③

諒①田中
②木落
③信夫

①村越鷹文
②野口
③益男

①丸山敦史
②木落
③喜一

①大久保直子
②野口
③秀夫

　　　●　　◎　●　9
，貴餌●●

　
　
　
の

一祐川
田
郎

中
仁
一

①
②
③

治幸口
落
美

田
木
一

①
②
③

徹　
崎
崎
ケ
山
寺
正

①
②
③

①佐藤泰之
②野口
③喜一一

仙
田
小
学
校
（
6
人
）

白
倉
小
学
校
（
1
人
）

、
騨

①登坂竜也
②赤谷
③貢

　■：一
●　　　　　i，　　　　…　　　　…　　　“　　　9　　■　　D　o

■　　　‘

晒ゆ9●■
　
　
　
　
麗

“■　　　　●

　　■　⇒　畢
◎晒

難‘
I　　　　　　　　　　　　PIP　　■　　　P　　　　　　　■

①小林佐季子
②中仙田
③久良

…
…
　
一
．
撒
灘
①小川和弘
②岩瀬
③良一

螂iiliii……i

　①丸山良和
　②中仙田
　③基治郎

隼橋
島

、
高
室
力

①
②
③

蜘
輔
織
大
需
谷
富

高
赤
正

　
①
②
③

篭

辱　　　　昂

　①片桐美穂
　②小臼倉
　③勝巳

磯　3・4・10



　あ
　る
　青
議年
　ム金酉
　の
子記
幸録
作⑬

暖
冬
が
大
雪
に

　
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
川
西

郷
は
初
雪
が
遅
く
、
こ
と
し
は
暖
冬

と
だ
れ
も
が
喜
ん
で
い
た
が
、
暮
れ

の
二
十
七
日
か
ら
大
寒
波
に
見
舞
わ

れ
て
思
わ
ぬ
ド
カ
雪
に
な
る
。
仙
田

村
で
は
、
三
国
峠
を
越
え
る
二
十
八

歳
の
男
性
が
猛
吹
雪
の
中
で
凍
死
し
、

四
月
の
雪
解
け
ま
で
百
日
間
も
行
方

不
明
と
い
う
騒
ぎ
が
お
き
る
。

　
「
欧
州
の
戦
争
で
大
砲
を
撃
ち
合

い
、
暖
ま
っ
た
空
気
が
日
本
へ
流
れ

て
大
雪
に
な
る
」
、
こ
ん
な
デ
マ
を

本
気
で
信
じ
た
オ
ジ
ジ
も
い
る
。

　
年
が
改
ま
る
と
、
一
月
下
旬
か
ら

さ
ら
に
強
い
寒
気
団
が
居
座
り
、
白

倉
で
積
雪
一
丈
（
三
・
三
メ
ー
ト
ル
）

余
を
記
録
す
る
。
村
の
衆
は
二
月
の

末
ま
で
雪
掘
り
に
明
け
暮
れ
る
が
、

三
月
は
彼
岸
前
後
か
ら
晴
れ
の
日
が

多
く
な
り
、
春
は
駆
け
足
で
や
っ
て

く
る
。
平
場
は
雪
消
え
が
山
地
よ
り

も
早
く
、
人
力
車
上
野
組
合
は
四
月

下
旬
か
ら
営
業
を
再
開
す
る
。

　
一
人
前
の
基
準

　
大
正
六
年
四
月
三
日
、
仙
田
校
二

開
催
サ
レ
シ
上
組
青
年
連
合
会
ノ
総

会
二
招
待
ヲ
受
ケ
ル
。
室
島
・
小
脇
、

霧
谷
、
藤
沢
ノ
各
青
年
団
ヨ
リ
百
余

名
ノ
出
席
ア
リ
テ
盛
会
ナ
リ
キ
。

　
午
前
九
時
開
会
、
小
海
正
平
会
長

ノ
戌
申
詔
書
奉
読
並
二
訓
告
ア
リ
。

高
野
栄
三
副
会
長
ヨ
リ
会
則
ノ
説
明

ア
リ
テ
次
ノ
議
題
二
移
ル
。

　
①
盆
踊
リ
ニ
付
テ
改
良
ス
ベ
キ
点

及
其
方
法
。
②
補
習
教
育
上
ノ
連
絡

ヲ
図
ル
事
及
ビ
問
題
点
。
③
三
大
節

（
四
方
祭
・
紀
元
節
・
天
長
節
）
二

於
ケ
ル
祝
賀
ノ
実
行
方
法
。
④
俳
句

ノ
衆
議
判
ヲ
開
催
ス
ル
件
。

　
こ
の
年
、
イ
ッ
チ
ョ
メ
（
一
人
前
）

の
男
女
に
つ
い
て
、
室
島
で
次
の
目

安
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。

旧
仙
田
校
（
室
島
）
の
全
景

（
「
仙
田
校
百
年
の
歩
み
」
か
ら
転
載
）

　
男
は
兵
隊
検
査
、
盤
持
は
力
石
十

六
貫
（
六
十
キ
ロ
）
を
持
ち
上
げ
る
。

ボ
イ
ま
る
け
（
注
・
薪
を
束
ね
る
こ

と
）
根
切
り
を
含
め
て
一
旦
二
十
五

把
、
田
打
ち
一
反
五
畝
（
約
一
五

ア
ー
ル
）
稲
刈
り
四
百
把
、
米
つ
き

二
俵
、
稲
背
負
い
四
十
把
、
ボ
イ
背

負
い
↓
ハ
把
。

　
女
は
ひ
と
え
も
の
、
綿
入
れ
、
あ

わ
せ
羽
織
が
縫
え
る
。
男
衆
と
一
緒

に
仕
事
が
で
き
る
。
苗
取
り
一
日
五

百
把
。

　
忠
臣
蔵
で
大
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
く

　
八
月
十
五
、
六
日
、
盆
祭
リ
ヲ
ト

シ
テ
芝
居
興
行
ス
。
小
白
倉
ノ
戸
主

総
会
ヲ
無
事
二
通
過
セ
シ
カ
、
、
ハ
、
藪

二
於
テ
活
動
ヲ
開
始
ス
。
俳
優
ノ
芸

料
ハ
、
一
切
ヲ
合
シ
テ
金
百
円
ニ
テ

千
手
ノ
吉
野
屋
ト
契
約
ス
。
舞
台
掛

ケ
ハ
十
日
二
村
中
挙
ゲ
テ
為
シ
、
当

日
ヲ
待
チ
居
タ
ル
所
、
天
気
ハ
折
悪

シ
ク
悶
々
ト
過
セ
シ
ニ
、
夜
二
入
リ

テ
空
全
ク
晴
レ
シ
ハ
幸
ヒ
ナ
リ
。

　
翌
十
六
日
、
青
年
衆
ハ
未
明
ヨ
リ

参
集
シ
、
大
鼓
ノ
響
キ
中
子
ノ
山
二

聞
ユ
初
メ
ケ
レ
、
、
ハ
、
区
民
ハ
云
フ
迄

モ
ナ
ク
、
仙
田
谷
ヲ
始
メ
、
橘
、
上

野
、
真
人
、
小
国
ヨ
リ
観
覧
人
ハ
潮

ノ
如
ク
寄
リ
来
リ
、
広
過
ル
カ
ト
思

ヒ
シ
劇
場
モ
忽
チ
満
員
ト
ナ
ル
。

　
芸
題
ハ
忠
臣
蔵
、
役
者
ハ
良
シ
、

見
物
人
ノ
称
賛
ノ
声
モ
心
地
良
ク
、

其
日
ハ
大
成
功
。
翌
十
七
日
モ
曇
天

ナ
レ
、
、
ハ
幕
ヲ
開
キ
、
　
此
日
モ
大
入

ヲ
以
テ
、
芝
居
モ
目
出
度
ク
終
ル
。

橘
村
の
青
年
団
総
会

　
橘
村
青
年
団
は
去
る
十
七
日
午
前

八
時
よ
り
小
学
校
で
総
会
を
開
催
せ

り
。
出
席
団
員
百
七
十
余
名
、
来
賓

村
会
議
員
其
他
三
十
二
名
あ
り
。
団

長
田
口
駒
治
氏
戌
申
詔
書
を
奉
読
し
、

開
会
の
辞
を
述
べ
、
丸
山
幹
事
の
諸

般
の
報
告
あ
り
。
郡
総
会
出
席
代
議

員
の
報
告
あ
り
て
議
事
に
移
る
。

　
団
則
変
更
の
件
は
満
場
一
致
に
て

可
決
し
、
休
憩
後
講
演
会
を
開
き
平

沢
農
業
技
士
の
勤
倹
貯
蓄
、
農
村
青

年
の
元
気
、
大
堀
郡
書
記
の
農
村
振

興
策
に
関
す
る
有
益
な
講
話
あ
り
多

大
の
感
動
を
与
え
、
夫
よ
り
水
落
周

作
、
戸
田
久
治
、
小
幡
義
布
、
水
落

鉄
治
、
野
沢
熊
吉
氏
の
五
分
間
演
舌

あ
り
。
午
後
余
興
相
撲
数
十
番
あ
り

て
閉
会
し
、
別
席
に
て
講
師
の
慰
労

会
を
開
き
た
り
（
十
日
町
新
聞
、
大

正
六
年
八
月
廿
五
日
号
）
。

　
O
O
君
を
除
名
す
る

　
八
月
三
十
一
日
、
下
組
連
合
青
年

会
ノ
総
会
ヲ
白
倉
校
二
開
催
ス
。

　
午
後
一
時
、
鐘
ノ
音
ト
共
二
入
場

シ
、
山
本
忠
作
会
長
ノ
戊
申
詔
書
奉

読
、
終
ッ
テ
開
会
ノ
辞
ヲ
述
ベ
ル
。

　
議
事
ハ
、
青
年
団
員
ト
シ
テ
素
行

不
良
ナ
ル
○
○
君
ヲ
罰
ス
ル
件
。

　
先
般
来
、
巧
ミ
ナ
ル
弁
説
ト
美
男

デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
好
餌
ト
為
シ
、
婦
女

子
数
人
ト
密
カ
ニ
交
際
二
及
ビ
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

○
○
君
ノ
行
為
ハ
、
当
青
年
団
ノ
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

面
ヲ
著
シ
ク
汚
損
失
墜
ス
ル
モ
ノ
ニ
　
」

シ
テ
甚
ダ
遺
憾
ナ
リ
。
依
テ
団
則
二
　
。
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

照
ラ
シ
、
同
君
ヲ
本
団
ヨ
リ
永
久
除

名
ス
ル
コ
ト
ヲ
決
議
ス
。

青
年
の
本
分
を
尽
く
す

　
十
月
三
十
一
日
、
天
長
節
ノ
吉
日

ヲ
期
シ
テ
役
場
二
支
部
長
会
議
ヲ
開

催
、
決
定
事
項
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
常
二
忠
孝
ノ
本
義
二
則
リ
、
人
格

ノ
修
養
二
努
メ
、
立
憲
治
下
ノ
良
民

タ
ル
本
分
ヲ
尽
ス
事
。

　
身
体
ノ
強
健
ヲ
図
リ
、
尚
武
敢
為

ノ
気
象
ヲ
酒
養
シ
、
真
価
青
年
ノ
元

気
ヲ
発
揚
ス
ル
事
。

　
補
習
教
育
ノ
普
及
改
善
二
努
力
シ
、

勤
労
ノ
良
習
ヲ
振
作
シ
、
実
業
ノ
発

達
二
貢
献
ス
ル
事
。
①
団
員
ハ
徴
兵

適
合
二
達
ス
ル
迄
ハ
補
習
教
育
ヲ
受

ル
。
②
体
力
ノ
健
全
発
達
ヲ
図
ル
為

角
力
、
撃
剣
、
柔
術
ノ
稽
古
ヲ
為
ス

③
浮
華
軽
俳
ノ
幣
ヲ
去
リ
、
奢
侵
怠

慢
ヲ
戒
ム
ル
習
慣
ヲ
作
ル
為
、
平
素

ハ
足
袋
、
襟
巻
、
手
袋
、
指
輪
、
懐

中
時
計
等
ヲ
使
用
セ
ザ
ル
事
。

　
神
仏
敬
信
ノ
念
ヲ
養
成
ス
ル
為
、

境
内
ノ
掃
除
修
繕
、
祭
典
二
尽
ス
。

　
公
徳
心
ヲ
酒
養
シ
、
自
己
ノ
本
分

ヲ
尽
ス
ハ
勿
論
、
公
共
ノ
為
二
進
デ

犠
牲
ヲ
払
フ
ノ
覚
悟
ス
ベ
キ
事
。

　
他
人
ノ
葬
儀
、
婚
礼
二
対
シ
、
礼

儀
ヲ
失
ハ
ザ
ル
様
二
注
意
ス
ル
事
。

　
不
正
ノ
発
音
、
野
卑
ナ
ル
言
語
及

訥
音
ノ
矯
正
二
注
意
ス
ル
事
。



皇
図
圖
團

囲
函
回
▽

　
県
立
新
潟
図
書
館
か
ら

　
　
　
　
図
書
三
百
冊
贈
与

　
県
図
書
の
長
期
一
括
貨
し
出
し
中

止
に
ょ
り
、
県
囚
の
各
市
町
村
に
貨

し
出
し
用
図
書
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

裏
表
紙
に
県
立
図
書
館
の
ラ
ベ
ル
が

貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
町
公

民
館
図
書
と
し
て
登
録
し
て
あ
り
ま

す
。　

贈
与
さ
れ
た
本
の
紹
介

○
針
と
糸
で
あ
そ
ぶ

○
野
の
草
と
木
と

○
コ
メ
を
ど
う
す
る

○
空
手

○
香
具
師
口
上
集

○
私
の
信
濃
川
地
図

　
田
中
周
子

冨
成
忠
夫

叶
芳
和

真
野
高
一

室
町
京
之
介

真
木
桂
之
助

○
ユ
ン
グ
心
理
学
の
世
界
樋
口
和
彦

○
東
西
南
北
浮
世
絵
草
書
野
問
宏

○
勝
海
舟

○
良
寛
と
会
津
八
一

〇
小
林
存
伝

○
新
今
夜
は
最
高
！

○
江
戸
小
咄

○
風
流
太
平
記

○
元
禄
流
行
作
家

○
チ
ベ
ッ
ト
の
民
話

○
冬
の
雁

○
青
空
の
如
く

○
完
壁
な
病
室

○
わ
が
風
車

○
い
の
ち
の
歌

○
な
み
だ
壺

○
麦
笛

○
欲
望
の
河

○
風
を
蹴
る

○
互
斯
灯

○
花
に
三
春
の
約
あ
り

○
春
草
の
夢

　
村
上
元
一
二

　
小
島
正
芳

　
川
崎
久
一

　
タ
モ
リ

　
駒
田
信
二

山
本
周
五
郎

　
藤
本
義
一

　
オ
コ
ナ
ー

　
三
浦
哲
郎

山
手
樹
一
郎

小
川
洋
子

水
上
勉

　
三
好
京
三

村
松
友
視

増
田
み
ず
子

丹
羽
文
雄

野
坂
昭
如

連
城
三
紀
彦

西
村
寿
行

曽
野
綾
子

川
西
町
長
選
挙

川
西
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投
票
日
6
月
16
日
（
日
）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝33器＝＝＝＝33＝＝＝＝器3＝＝＝＝＝＝3＝＝言＝＝3＝3＝＝

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
和
久
井
守

委
員
長
）
は
、
三
月
十
八
日
委
員
会

を
開
き
、
七
月
九
日
に
任
期
満
了
と

な
る
、
川
西
町
長
選
挙
の
日
程
を
決

め
ま
し
た
。

　
選
挙
の
告
示
日
は
六
月
十
一
日
、

投
票
日
は
六
月
十
六
日
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
、
川
西
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
も
行
わ
れ
ま
す
。

1年のざわさとし君

籔
　
麩
『
〈
橘
小
学
校
丁

5年和久井直也君

3
年
水
落
信
行
君

3年保坂達也君

5年五十嵐陽祐君

4
年
田
ロ
沙
織
さ
ん

2
年
和
久
井
公
太

犠

1年わくいさなえさん

※学年は3月当時のものです。

　（5月号は仙田小学校です）君

櫓3．4．10



急蝶俊穫舞

　　　り　　り

中太黒羽村田嶋鳥昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

清
水
越
後
渡
貫
登
坂

か
ず
き
　
ロ
　
　
オ
リ

和
樹
鄭
喜
朔
長
男
木
　
落

獲
荘
解
男
高
原
田

露
馨
慧
男
山
野
田
住
宅

－
－
蒜
一
　
u

亮
太
明
子
長
男
坪
　
L

　
　
ぐ

元
治
7
1
　

人
）
寺
尾

チ
ヨ
7
5
　
　
　
　
木
島

林
蔵
7
8
　
　
　
夫
）
新
町
新
田

庄
松
紛
　
　
一
）
赤
谷

（
本

（
谷
井

（
力

（
賢

三
）

小
林
　
イ
ト
8
5
（
吉
　
雄
）

野
上
　
迂
一
8
6
（
忠
義
）

＿　姜　　　　　＿
　　　目　　　立
　　　　　　　ノ思

　　　　＿　　（敬称略）
　広報発行に

山田十久二（志木市）1万円

小林荘平（豊島区）1万円

　4月号から、表紙を　 上伊

カラーでお届けします・　町友

　
－
・
・
■
ア
、
小
わ
に
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畔
農

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

陽
を
反
す
白
壁
土
蔵
雪
解
急

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

寛
永
寺
桜
の
花
に
か
く
れ
け
り

　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

潮
風
に
頬
赤
々
と
汐
干
狩

　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
　
頼
太

藁
屑
を
軒
に
こ
ぼ
し
て
雀
の
巣

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

芹
摘
ん
で
冷
た
き
水
に
束
ね
け
り

　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

本
堂
に
あ
が
る
歓
声
だ
ん
ご
撒
き

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
静
江

涌
水
の
雪
融
け
早
し
蕗
の
と
う

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

着
ぶ
く
れ
て
巳
の
影
を
笑
い
け
り

　
　
　
　
　
　
一
兀
町
　
金
子
　
鉄
平

離
村
せ
し
谷
を
抱
き
て
山
眠
る

　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

田
の
畦
を
廻
り
て
一
把
芹
を
摘
む

　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

葛
薬
の
芽
の
黒
土
の
ほ
ぐ
れ
た
る

　
　
　
　
発
電
所
通
り
小
川
　
京
子

春
め
く
や
東
天
紅
の
声
長
く

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

店
頭
に
あ
れ
こ
れ
選
び
野
菜
種

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

盆
梅
の
白
き
花
び
ら
鉢
に
散
り

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

初
の
芽
を
と
り
て
種
芋
分
け
て
を
り

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

畦
一
面
瞬
く
ご
と
く
犬
ふ
ぐ
り

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

春
風
に
揺
れ
て
小
川
の
猫
柳

　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
　
詩
朗

賑
わ
え
る
春
売
出
し
の
中
に
居
る

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
橋
　
杉
枝

桜
咲
き
帰
郷
す
る
日
の
近
付
き
ぬ

　
　
　
　
　
板
橋
区
　
田
中
　
優
美

飛
行
雲
春
め
く
空
に
長
々
と

　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

春
の
雨
静
か
に
暮
る
㌧
灯
り
か
な

　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺
　
　
朝

雪
壁
の
大
崩
れ
し
て
視
野
広
し

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

祭
て
う
楽
し
み
も
あ
り
雪
の
里

　
　
　
　
　
　
新
町
　
渡
辺
　
玉
泉

雪
祭
夜
空
の
花
火
美
し
き

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

雪
解
け
て
居
間
に
明
る
き
日
射
か
な

　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
　
春
子

彼
岸
雪
六
尺
あ
る
と
町
だ
よ
り

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

音
立
て
＼
流
れ
は
げ
し
き
雪
解
川

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

お
彼
岸
の
水
子
地
蔵
の
風
車

　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

兄
弟
で
共
に
進
学
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
酔
月

つ
れ
だ
ち
て
彼
岸
参
り
の
賑
や
か
に

　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
　
亘

雪
解
け
の
土
手
一
面
の
つ
く
し
ん
ぼ

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
小
林
　
一
則

春
眠
を
さ
ま
す
小
窓
の
み
そ
さ
ざ
い

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

春
霞
ど
こ
か
ら
と
な
く
土
匂
う

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

軒
下
に
春
の
日
を
受
け
鉢
な
ら
ぶ

　
　
　
　
発
電
所
通
り
春
日
　
ぶ
ん

冨
永
先
生
を
お
迎
え
し
て

i
診
療
所
の
機
能
が
充
実
1
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町
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
、
国
保

診
療
所
に
冨
永
先
生
ご
夫
妻
を
お
迎

え
し
て
診
療
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ご
主
人
の
衛
先
生
は
、
東
京
都
出

身
の
三
十
七
歳
。
専
門
は
内
科
一
般
、

救
命
救
急
、
成
人
病
管
理
で
す
。
先

生
は
予
防
医
学
に
興
味
を
持
た
れ
、

健
康
管
理
と
い
う
こ
と
に
非
常
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
病
気
の
・

治
療
は
も
と
よ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
に
も
、
き
め
細
か
な
指
導
を
し

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

　
町
で
行
う
健
康
教
育
の
講
師
と
し
㈱
麗

て
も
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
予
㈱
㈱

定
で
す
。

　
ま
た
、
毎
月
発
行
の
広
報
か
わ
に

し
「
く
ら
し
と
け
ん
こ
う
」
璽
囎

六
月
号
に
高
脂
血
症
（
コ
レ
ス
テ
・
雛

ー
ル
）
、
八
月
号
に
心
臓
疾
患
、
十
爾
臨

月
号
に
肝
障
害
に
つ
腰
投
稿
し
て
鰯

い
た
だ
く
予
定
で
す
　
　
嬬

　
一
方
、
満
里
子
夫
人
は
、
静
岡
県

出
身
の
三
十
五
歳
。
専
門
は
、
内
科

（
消
化
器
内
科
）
皮
膚
科
、
漢
方
で

す
。
各
種
健
康
診
断
も
で
き
ま
す
。

　
胃
が
ん
検
診
で
精
密
検
診
の
該
当

に
な
っ
た
方
は
、
診
療
所
で
胃
ヵ
メ

ラ
の
検
査
も
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心

が
け
て
、
元
気
で
長
生
き
が
で
き
る
＼

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。


